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故率として 9.5％　発生期間の 6月　正常産子数 879
頭に対して哺乳事故 151頭、事故率として 17.2％　
発生が終息した 7月正常産子数 867頭に対して 93頭、
事故率として 10.7％であった。













に関しては移行抗体を考慮して 60日齢以降 1 ヶ月間
隔で不活化ワクチンの 2回接種を行い出荷まで防御す
ることが望ましいと考えられた。
